
ど う な の ？ 留 萌 市 の 経 営 状 況
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良債務／公営企業の会計用語。支払能力を超える債務を抱えて資金不足に陥っていることを示します。

険給付費／国保の被保険者の医療費のうち、７割は保険給付費として市が負担します。残りの３割は自己負担となります。

▼度重なる診療報酬の減額改定と派遣医師の引き
上げに伴う診療体制の縮小で、医業収益が急激に
減少。逆に、不良債務
は急激に増加し、H１８
年決算では２１億円を
超える状況にまで悪
化し、現在も不良債務
は増加しています。 0
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H１８赤字額 ２１．２億市立病院会計

▼保険給付費が右肩上がりで増加。保険税はH１８
年度に税率改正し５千万円の増収となったものの、
ほぼ横ばいで推移し
ています。保険給付
費の増加の勢いに追
いつかず、収支改善が
見られない状況です。
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H１８赤字額 ３．５億国民健康保険会計

▼下水道は、まだ整備途中にあり、建設費などに
伴う『地方債の発行（借金）』が続いています。水
洗化率も８２．３％と低
い水準に止まってい
る。公債費（借金）を
返済することができ
ず、経営改善には至っ
ていません。
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H１８赤字額 ４．０億下水道会計

赤字の会計の現状市では、一般会計が平成１７年度に赤字となり、

も赤字運営が予想されたことから、１０年間の

再建計画」を策定し、いろいろな再建策を行

ぼ計画通りの収支改善が進み、平成１８年度決

約１億６千万円の黒字、平成１９年度も黒字と

込みです。しかし、国民健康保険、下水道、

院では赤字となっており、中でも市立病院の

２１億円を超える状況になっています。

方公共団体の財政の健全化に関する法律」では、

字の額が標準財政規模 (市税や譲与税、普通

などの収入)に対する割合が一定の基準（年内

れる予定）を超えると、夕張市のように「財

団体」となり、地域の自主性が失われ、最大

負担で最低の市民サービスが求められること

ため、この赤字の解消が最重点課題であり、

行財政改革推進本部や市民の委員会を設置し、

全体の経営健全化の方策を検討しています。

Ｈ１８収支会計別

１６２百万円一般会計

△３５２百万円国保会計

別会計

０百万円老人会計

４４百万円介護会計

０百万円港湾会計

△４００百万円下水道会計

３８８百万円水道会計
業会計

△２，１１７百万円病院会計

△２，２７５百万円合計

問合せ� 政策経営室企画調整課
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▼「
移
動
市
長
室
」は
、
高
橋
市
長
が
市

内
の
各
地
に
出
向
き
、『
地
域
の
課
題
』

や『
ま
ち
の
課
題
』な
ど
を
テ
ー
マ
に
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
対
話
し
、
市
政
の
主

人
公
で
あ
る
市
民
と
市
役
所
が
力
を
合

わ
せ
な
が
ら
、
ぬ
く
も
り
の
あ
る
地
域

社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に
開
設
す
る

も
の
で
す
。

▼
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た「
留
萌

市
自
治
基
本
条
例
」で
は
、「
自
治
の
実

現
（
市
民
に
よ
る
自
治
）」
を
図
る
た
め
、

「
情
報
の
共
有
」「
市
民
の
参
加
」「
協

働
」
の
三
つ
を
自
治
の
基
本
原
則
に
位

置
付
け
て
い
ま
す
。
こ
の
三
原
則
の
中

で
も「
情
報
の
共
有
」は
、
市
民
自
治
に

必
要
不
可
欠
な
条
件
で
す
。

「
移
動
市
長
室
」へ
行
こ
う
！

▼「
移
動
市
長
室
」は
、
す
べ
て
の
市
民

を
対
象
に
開
催
し
ま
す
の
で
、
町
内
会

の
役
員
等
に
限
ら
ず
、
多
く
の
市
民
の

方
に
、
お
気
軽
に

ご
参
加
い
た
だ

き
、
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
の
交
換
と

共
有
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

▼
留
萌
市
の
大
き
な
課
題
は
、
留
萌
市

全
体
の
財
政
の
健
全
化
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
の

一
般
会
計（
普
通
会
計
）の
赤
字
の
状
況

で「
再
建
団
体
」に
な
る
か
ど
う
か
の
判

断
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
留
萌
市

も
一
般
会
計
を
中
心
に
財
政
の
健
全
化

に
取
り
組
み
、
平
成　

年
度
に
赤
字
を

１７

出
し
た
も
の
の
、
平
成　

年
度
に
は
黒

１８

字
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▼
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
に
は
い
ろ
い
ろ
な

事
業（
会
計
）が
あ
り
、
留
萌
市
に
も
５

つ
の
特
別
会
計
と
２
つ
の
企
業
会
計
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
ま
ち
全
体

の
財
政
状
況
が
わ
か
り
づ
ら
い
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、
判
断
す
る
基
準

が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
国
は
今
年
６

月
に
新
し
く
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政

の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
を
つ
く
り
、

そ
の
ま
ち
の
財
政
の
健
全
化
度
を
表
す

４
つ
の
指
標
を
決
め
ま
し
た
。

▼
こ
の
指
標
が
、
あ
る
一
定
の
ラ
イ
ン

を
超
え
る
と
、「
財
政
の
早
期
健
全
化

団
体
」
あ
る
い
は
「
財
政
の
再
生
団
体
」

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の「
移
動
市
長
室
」で
留

萌
市
の
経
営
状
況
（
※
次
ペ
ー
ジ
で
紹

介
）
や
法
律
に
つ
い
て
も
皆
さ
ん
と
情

報
の
共
有
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。


